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１）共同研究の目的 

BIM（Building Information Modeling）、CIM（Construction Information Modeling/ Management）とは、調

査・設計段階から 3次元モデルを導入し、施工、維持管理の各段階においても情報を共有・充実させる

ことにより一連の建設生産システムにおける受発注者双方の業務効率化・高度化を図るものである。 

本共同研究では、下水道事業の設計業務や建設工事において BIM/CIMを部分的に試行し、3次元モデ

ルの導入による成果品質向上や業務効率化といった効果の検証や課題の抽出を行い、本格導入に向けた

知見を得ることを目的とする。 

２）共同研究の概要 

小諸市小諸浄化センターの管理機械棟の耐震設計業務において、点群測量から 3次元モデルを作成し

た。効果検証として、①点群測量、②点群データからの 3次元モデル化について作業性等を検証し、そ

の有効性を確認した。また、BIM/CIM導入に向けて課題となる事項を整理した。 

３）共同研究の成果 

①3次元レーザースキャナ（表－１、写真－１）

を用いた点群測量は、メジャーを用いた計測と比

べ、人件費と作業時間を削減できた。一方で、計

測範囲の凹凸を認識するため、床に維持管理の資

材等がある場合は、不要な凹凸を含んでしまい、

これらを一旦移動する必要があった。 

②点群データ（図－１）からの 3次元モデル化（図

－２）は、コンピュータ処理で全てをモデル化す

るよりも、設計検討に必要な部分を選択して

CADオペレーターにより作業する方が効率的な

場合があることが確認できた。また、点群データ

による干渉チェックは可能であった。 

3次元モデルの作成に時間とコストを要する

ため、目的に応じたモデル化の範囲を設定するこ

とが、BIM/CIMの普及展開に向けた今後の課題

である。 

表‐１ 点群測量の使用した３次元レーザースキャナの性能 

写真‐１ 3 次元レーザースキャナ 

図‐１ 3次元点群ビュア 図‐２ 3次元モデル 


